
平成２９年度秋季岡山県高等学校軟式野球大会１回戦       平成 29 年 10月 30日   

瀬戸南・朝日塾連合チーム ＶＳ 矢掛高校   ＠神原球場 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計 

瀬戸南・朝日塾 0 0 0 1 0 1 2 0 0 4 

矢 掛   1 4 0 0 0 0 0 0 × 5 

  矢：花岡 ― 真砂、小池                 文責：国定 和佳（普通科総合コース） 

５年連続の県大会出場となった矢掛高校の先発マウンドには、１年生右腕の花岡（木之子中）が上がる。 

 

1回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。花岡は抜群の好投を見せ、三者連続三振。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。一死から大山（小北中）が失策で出塁。さらに三澤（真備東中）の死球などで一死二・

三塁のチャンスを迎る。ここで、この日四番に座った真砂（木之子中）が中前打を放ち、幸先よく１点

を先制する。続く佐藤孝太（木之子中）が四球で出塁し満塁とするが、後続が途絶え、追加点ならず。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。先頭打者の中村（矢掛中）が中前打を放ち、続く上山（木之子中）は失策で出塁。こ

こで、中村が三盗を決めチャンスを拡大させ、暴投により１点を追加する。続く小川（真備中）が右前

打を放ちさらに１点追加。さらに大山、三澤の打球が連続失策となり無死満塁の大チャンスを迎える。

ここで真砂がしぶとく左前に運び、２点を追加する。その後は、抑えられるが、矢掛高校はこの回打者

一巡の猛攻で、一挙に４点を追加する。 

3回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に右前打を放たれ、次打者の犠打が悪送球となり、無死一・

二塁のピンチを招く。ここで犠打を決められ一死二・三塁とされるが、連続飛球で抑え無失点。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。中村が右前打を放つも盗塁死。続く上山も右前打を放ち、盗塁でチャンスを作る。続

く小川の犠打により二死三塁とするが、無得点。 

4回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に痛烈な右越三塁打を放たれる。続く打者に中前打を放た

れ、この回１点を失う。さらに、盗塁と振り逃げで無死二・三塁とピンチが続くが、三振と内野ゴロに

抑え、最少失点で切り抜ける。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。守備から途中出場の淺野（矢掛中）が中前打を放ち、盗塁も決める。しかし、後続が

凡退し、無得点。 

5回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に四球を与えてしまう。次打者の捉えたライナーを遊撃手

の森上が好捕するが、一塁への送球が走者に当たり二進されるが、後続を抑え無失点。 

6回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に左前打を放たれ、一死から四球と進塁打で二死二・三塁

とされる。ここで、暴投により１点を失うが、後続は抑えてリードは３点にかわる。 

6回裏、矢掛高校の攻撃。先頭打者の大山が中前打を放ち、次打者の小池（総社西中）も四球で続く。ここで、

重盗を決め、チャンスをつかむが、邪飛でタッチアップを狙った三塁走者が本塁タッチアウトとなり、

無得点でこの回を終える。 

7回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に四球を与え、走者を背負うと、次打者に右越二塁打を放

たれ１点を失う。進塁打で二死三塁となり、左前打でさらに１点を追加され、リードは１点に。 

8回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。先頭打者に四球を与えるが、捕手：小池が好送球で盗塁を刺しピン

チの芽を摘む。 

8 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭打者の上山が中前打を放ち、続く小川の犠打により二塁に進む。さらに大山の内

野安打により一死二・三塁とし、追加点のチャンスを迎えるも、点を奪えない。 

9 回表、瀬戸南・朝日塾連合チームの攻撃。二死から連打で一・二塁とされる。しかし、最後は花岡のこの試合

１４２球目を打ち上げ、ここで試合終了。 

 



矢掛高校は５－４で瀬戸南・朝日塾連合チームに勝利した。今回の試合では、守備面では、失策が多く見られた。

打撃面では、前半では安打が多く見られ、チャンスを生かすバッティングができていたが、後半にいくにつれ安

打が少なくなり、点に繋げることができなかった。さらに、後半は声掛けが少なくなっていったので日々の練習

から声を出すということを意識して頑張っていきたい。この日の勝利で、明日の準決勝に駒を進めた。この試合

でも多くの方からご声援をいただいた。明日も変わらぬご声援をよろしくお願いします。 

 

新チームの戦績 

１６勝２敗３分 


